
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】ハンダを基板上に小出しする方法と装置を提供

する。

【解決手段】混合室６内においてハンダが溶融され、つ

いでガス流で基板１に搬送されるように、ハンダ付けワ

イヤ７および所定温度まで加熱される成形ガスが、二重

構成部分ノズル４の混合室へ供給された後基板に供給さ

れる。さらに、ハンダを基板の所定の部位上に分布させ

るために、二重構成部分ノズルが基板に関して移動また

は回動される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ハ ン ダ を 基 板 （ １ ） 上 に 小 出 し す る 方 法 に お い て 、 混 合 室 （ ６ ） 内 に お い て ハ ン ダ が 、 溶
融 し 、 つ い で ガ ス 流 で 搬 送 さ れ る よ う に 、 ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ （ ７ ） お よ び 所 定 温 度 ま で 加
熱 さ れ る 成 形 ガ ス が 、 二 構 成 部 分 ノ ズ ル （ ４ ） の 混 合 室 （ ６ ） へ 供 給 さ れ る こ と 、 お よ び
二 構 成 部 分 ノ ズ ル （ ４ ） が 基 板 （ １ ） に 関 し て 移 動 ま た は 回 動 さ れ 、 そ れ に よ り 二 構 成 部
分 ノ ズ ル （ ４ ） か ら 放 出 さ れ る ハ ン ダ が 基 板 （ １ ） 上 に 沈 着 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ （ ７ ） が 案 内 パ イ プ （ ９ ） 内 を 通 し て 混 合 室 （ ６ ） へ 供 給 さ れ る こ と 、
お よ び ハ ン ダ の 沈 着 を 中 断 す る た め に 、 ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ （ ７ ） の 端 部 が 案 内 パ イ プ （ ９
） 内 に 位 置 す る よ う に 、 ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ （ ７ ） が 引 き 戻 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ に 従 う 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
案 内 パ イ プ （ ９ ） が 、 所 定 温 度 ま で 冷 却 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 従
う 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
ハ ン ダ を 基 板 （ １ ） 上 に 小 出 し す る 装 置 で あ っ て 、
混 合 室 （ ６ ） を 有 す る 二 構 成 部 分 ノ ズ ル （ ４ ） と 、
ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ （ ７ ） を 混 合 室 （ ６ ） へ 供 給 す る 案 内 パ イ プ （ ９ ） と 、
成 形 ガ ス の 流 量 を 制 御 す る 弁 （ １ ２ ） お よ び 成 形 ガ ス を 所 定 温 度 ま で 加 熱 す る 加 熱 器 （ １
３ ） を 備 え る 、 成 形 ガ ス を 混 合 室 （ ６ ） へ 供 給 す る ガ ス 流 路 （ １ １ ） と 、 お よ び
二 構 成 部 分 ノ ズ ル （ ４ ） を 基 板 （ １ ） に 合 わ せ て 移 動 ま た は 回 動 す る 駆 動 機 構 （ １ ７ ） と
、 か ら 構 成 さ れ る 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
技 術 分 野
本 発 明 は 、 ハ ン ダ を 基 板 上 に 小 出 し す る 方 法 と 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
背 景 技 術
こ の 型 式 の ハ ン ダ 付 け 方 法 は 、 金 属 基 板 、 所 謂 リ ー ド フ レ ー ム 上 に 半 導 体 チ ッ プ を 取 付 け
る た め に 、 一 般 的 に 、 た だ し 独 占 的 で は な く 、 使 用 さ れ る 。 通 例 は 、 電 力 半 導 体 は 、 接 着
剤 の 手 段 に よ る 取 付 け と 比 較 し て 、 ハ ン ダ 接 続 部 を 通 し て 製 造 中 に 生 じ る 熱 損 失 の 一 層 有
効 な 放 散 を 保 証 す る た め に 、 軟 質 ハ ン ダ 付 け の 手 段 に よ り 、 通 常 は 銅 か ら 成 る 基 板 へ 主 に
接 続 さ れ る 。 し か し な が ら 、 と り わ け 電 力 密 度 の 増 加 に よ り 、 ハ ン ダ 接 続 部 の 均 質 性 、 す
な わ ち 全 体 の チ ッ プ 表 面 を 通 し た ハ ン ダ 層 の 所 定 密 度 、 均 一 な 分 布 お よ び 完 全 な 湿 潤 が 強
く 要 求 さ れ 、 ま た ハ ン ダ 付 け さ れ た 接 続 部 の 完 全 気 泡 が な い こ と お よ び 純 度 も 要 求 さ れ る
。 一 方 、 ハ ン ダ は 、 ハ ン ダ 付 け さ れ た 継 目 か ら 横 方 向 に 浸 出 し て は な ら な い し 、 ま た 正 確
な ハ ン ダ 付 け と ハ ン ダ 部 分 の 位 置 決 め を 再 び 必 要 と す る よ う に チ ッ プ に 隣 接 し て 広 が っ て
は な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
チ ッ プ 組 立 体 の 適 用 分 野 に お い て 、 ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ の 端 部 を 、 ワ イ ヤ の 一 部 を 溶 融 す る
た め に ハ ン ダ の 溶 融 温 度 よ り 高 く 加 熱 さ れ る 基 板 に 接 触 さ せ る 方 法 が 、 実 際 に 広 く 使 用 さ
れ て い る 。 そ の 単 純 性 と 柔 軟 性 に よ り 、 こ の 方 法 は 、 大 量 生 産 に 好 適 で あ る 。 し か し な が
ら 溶 融 プ ロ セ ス は 、 と り わ け ハ ン ダ 部 分 の 容 積 と 位 置 決 め は 、 基 板 の 材 料 組 合 せ と 表 面 特
性 に 非 常 に 左 右 さ れ 、 す な わ ち 対 応 す る 溶 融 さ れ る ハ ン ダ の 量 と 位 置 は 、 か な り の 変 動 を
受 け る 。 さ ら に 、 生 じ る ほ ぼ 円 形 の 湿 潤 部 位 は 、 チ ッ プ の 長 方 形 ま た は 正 方 形 の 形 態 に 対
し て 不 完 全 に 適 応 す る 。 加 え て 、 基 板 上 に 沈 着 さ れ た ハ ン ダ 部 分 を 、 チ ッ プ の 形 状 に 適 応
さ れ た 平 坦 な 長 方 形 に す る こ と が で き る 成 形 押 し 型 が 、 米 国 特 許 第 ６ ０ ５ ６ １ ８ ４ 号 か ら
知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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液 体 ハ ン ダ を 、 成 形 押 し 型 と 基 板 と の 間 に 形 成 さ れ る 空 洞 中 に 注 入 さ れ る 方 法 が 、 米 国 特
許 第 ５ ８ ７ ８ ９ ３ ９ 号 か ら 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ れ ら の 既 知 の 方 法 に は 、 幾 つ か の 欠 点 が あ る 。 沈 着 さ れ る ハ ン ダ の 形 状 は 丸 い か 、 ま た
は 特 定 の 成 形 押 し 型 を 長 方 形 の 形 状 ご と に 製 作 し な け れ ば な ら な い 。 そ の よ う な 成 形 押 し
型 は 、 基 板 の 一 部 分 を 占 有 す る 側 壁 を 有 す る 。 し た が っ て 、 チ ッ プ を 受 容 す る こ と に な る
チ ッ プ ア イ ラ ン ド 縁 部 ま で ハ ン ダ を 付 け る こ と が で き な い 。 さ ら に 基 板 を 、 ハ ン ダ の 溶 融
温 度 よ り 高 く ま で 加 熱 し な け れ ば な ら な い し 、 ま た 沈 着 さ れ た ハ ン ダ を 、 そ の ハ ン ダ 付 け
か ら 半 導 体 チ ッ プ へ の 沈 着 ま で 液 体 状 態 に 保 た な け れ ば な ら な い 。 液 体 ハ ン ダ と 接 触 す る
部 分 を 定 期 的 に 清 浄 化 す る 必 要 が あ り 、 そ の た め に 生 産 を 中 断 し な け れ ば な ら な い と い う
こ と も 欠 点 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
寸 法 が チ ッ プ に 適 応 さ れ る 、 ハ ン ダ 付 け 金 属 か ら 成 る 平 坦 に 成 形 さ れ た 物 体 、 所 謂 「 ハ ン
ダ 予 備 成 形 物 」 を 事 前 成 形 す る 方 法 が 、 米 国 特 許 第 ４ ５ ７ ７ ３ ９ ８ 号 お よ び 米 国 特 許 第 ４
７ ０ ９ ８ ４ ９ 号 か ら 知 ら れ て い る 。 つ い で ハ ン ダ 予 備 成 形 物 は 、 基 板 上 に 載 置 さ れ 、 所 要
の 寸 法 の ハ ン ダ 付 け 層 を 形 成 す る た め に 、 基 板 に よ り 溶 融 さ れ る 。 し か し な が ら 、 ハ ン ダ
予 備 成 形 物 の 必 要 な 事 前 成 形 と 別 の 組 立 作 業 と の た め に 、 こ の 方 法 は 、 非 常 に コ ス ト が 高
く 、 か つ 必 ず し も 柔 軟 性 は 無 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 上 述 の 欠 点 を も は や 実 証 し な い 、 ハ ン ダ を 基 板 上 に 小 出 し す る 方 法 を 開
発 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
発 明 の 開 示
本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 示 さ れ る 特 徴 か ら 成 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ハ ン ダ を 基 板 上 に 小 出 し す る 、 本 発 明 に 従 う 方 法 は 、 混 合 室 内 に お い て ハ ン ダ が 、 溶 融 し
、 つ い で ガ ス 流 で 搬 送 さ れ る よ う に 、 ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ お よ び 所 定 温 度 ま で 加 熱 さ れ る 成
形 ガ ス が 、 二 構 成 部 分 ノ ズ ル の 混 合 室 へ 供 給 さ れ る 点 で そ れ 自 体 を 区 別 す る 。 二 構 成 部 分
ノ ズ ル か ら 放 出 さ れ る ハ ン ダ が 基 板 上 に 沈 着 す る 。 チ ッ プ ア イ ラ ン ド の 所 定 の 部 位 上 に 放
出 さ れ た ハ ン ダ を 沈 着 す る た め に 、 二 構 成 部 分 ノ ズ ル が 基 板 に 関 し て 移 動 ま た は 回 動 さ れ
る 。 ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ は 、 好 ま し く は 、 冷 却 さ れ た 案 内 パ イ プ 内 を 通 し て 混 合 室 へ 供 給 さ
れ る 。 ハ ン ダ の 溶 融 を 中 断 す る た め に 、 ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ の 端 部 が 案 内 パ イ プ 内 に 位 置 す
る よ う に 、 ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ が 引 き 戻 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ り 、 基 板 上 に 、 す り 傷 が 生 じ な い よ う に 、 ハ ン ダ を 無 接 触 で 付 け る こ と が で き
る 。 加 え て 、 沈 着 さ れ る ハ ン ダ の パ タ ー ン を 、 自 由 に プ ロ グ ラ ム 化 で き る し 、 ま た ハ ン ダ
を チ ッ プ ア イ ラ ン ド の 縁 部 ま で 付 け る こ と が で き る 。 ハ ン ダ は 、 基 板 を ハ ン ダ の 溶 融 温 度
ま で 加 熱 す る 必 要 が 無 く 、 沈 着 で き る 。 し た が っ て 、 基 板 上 に 沈 着 さ れ た ハ ン ダ の 分 布 は
、 画 像 を 錯 乱 ま た は 歪 ま せ る 熱 関 連 の う ね り を 生 じ る こ と な く カ メ ラ に よ り 調 節 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
下 記 に 、 縮 尺 通 り に 描 か れ て い な い が 、 図 に 基 づ い て 、 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ は 、 ハ ン ダ を 基 板 １ 上 に 小 出 し す る 装 置 を 示 す 。 基 板 １ は 、 例 え ば 、 半 導 体 チ ッ プ を
受 容 す る 幾 つ か の チ ッ プ ア イ ラ ン ド ２ を 有 す る 金 属 の 帯 状 基 板 、 所 謂 リ ー ド フ レ ー ム 、 ま
た は 単 一 の 半 導 体 チ ッ プ を 受 容 す る 単 一 位 置 基 板 で あ る 。 基 板 １ は 、 矢 印 ３ の 方 向 に ス テ
ッ プ 順 に 移 送 さ れ る 。 そ の 装 置 は 、 出 口 流 路 ５ を 有 す る 二 構 成 部 分 ノ ズ ル ４ と 混 合 室 ６ と
か ら 構 成 さ れ 、 そ の 混 合 室 へ は 、 一 方 で は ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ ７ の 形 態 の ハ ン ダ が 、 他 方 で
は 所 定 の 温 度 ま で 加 熱 さ れ る 成 形 ガ ス が 供 給 さ れ る 。 混 合 室 ６ は 、 出 口 流 路 ５ の 単 に 初 期
部 分 に も で き る 。 そ れ は 、 高 温 成 形 ガ ス が ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ ７ か ら ハ ン ダ を 溶 融 さ せ る 部
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位 を 示 す 。 成 形 ガ ス は 好 ま し く は 、 濃 厚 な 水 素 Ｈ ２ を 含 有 す る 窒 素 Ｎ ２ で あ る 。 水 素 部 分
は 、 僅 か 数 パ ー セ ン ト を 占 め 、 存 在 し う る 酸 素 Ｏ ２ を 減 少 す る の に 役 立 つ 。 ス プ ー ル ８ 上
に 巻 か れ た ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ ７ は 、 案 内 パ イ プ ９ を 通 し て 二 構 成 部 分 ノ ズ ル ４ の 混 合 室 ６
へ 供 給 さ れ 、 さ ら に 駆 動 部 １ ０ の 手 段 に よ り 前 方 へ 供 給 さ れ る 。 成 形 ガ ス は 、 ガ ス 流 路 １
１ を 経 て 混 合 室 ６ へ 供 給 さ れ る 。 ガ ス 流 路 １ １ に は 、 成 形 ガ ス の 流 量 を 制 御 す る 弁 １ ２ 、
お よ び 成 形 ガ ス を 所 定 の 温 度 ま で 加 熱 す る 加 熱 器 １ ３ が 備 え ら れ る 。 成 形 ガ ス の 温 度 は 、
混 合 室 ６ の 前 の ガ ス 流 路 １ １ 内 に 取 付 け ら れ た 温 度 セ ン サ １ ４ の 手 段 に よ り 測 定 さ れ る 。
温 度 セ ン サ １ ４ 、 加 熱 器 １ ３ お よ び 電 子 回 路 １ ５ は 、 既 知 の 仕 方 で 、 成 形 ガ ス の 温 度 を 制
御 す る 制 御 ル ー プ を 形 成 す る 。 二 構 成 部 分 ノ ズ ル ４ の 出 口 流 路 ５ か ら 流 出 す る 成 形 ガ ス が
基 板 １ 上 に 衝 突 す る と 、 成 形 ガ ス で 搬 送 さ れ た ハ ン ダ が 、 基 板 １ 上 に 沈 着 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
二 構 成 部 分 ノ ズ ル ４ の 出 口 の 寸 法 は 、 基 板 １ 上 に 沈 着 し た ハ ン ダ 部 分 の 部 位 １ ６ が 有 す る
寸 法 よ り も 通 常 小 さ い 。 し た が っ て 、 基 板 １ 上 へ の ハ ン ダ 付 け 中 に 、 二 構 成 部 分 ノ ズ ル ４
か ら 流 出 す る ガ ス 流 は 、 所 要 の 部 位 １ ６ 上 で の 書 き 移 動 に お い て 前 後 に 案 内 さ れ な け れ ば
な ら な い 。 し た が っ て 装 置 は 、 基 板 １ の 表 面 に 平 行 な ２ つ の 異 な る 方 向 に 二 構 成 部 分 ノ ズ
ル ４ を 動 か す た め に 、 ま た は 基 板 １ の 表 面 に 平 行 な ２ つ の 所 定 の 軸 上 で そ れ を 回 動 す る た
め に 、 駆 動 機 構 １ ７ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ハ ン ダ 部 分 を 基 板 １ 上 に 沈 着 す る た め に ハ ン ダ の 供 給 の ス イ ッ チ を 入 れ る こ と 、 お よ び 次
の チ ッ プ ア イ ラ ン ド ２ へ の 基 板 １ の 前 方 へ の 供 給 を 中 断 す る こ と が 可 能 で な け れ ば な ら な
い 。 し た が っ て ハ ン ダ を 沈 着 す る た め に 、 ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ ７ は 、 駆 動 部 １ ０ の 手 段 に よ
り 所 定 の 速 度 で 前 方 へ 供 給 さ れ る 。 混 合 室 ６ 内 で ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ ７ を 通 過 さ せ る 成 形 ガ
ス は 、 ハ ン ダ を 連 続 的 に 溶 融 し て 、 そ れ を 基 板 １ 上 に 沈 着 す る 。 混 合 室 ６ 内 で ハ ン ダ の 溶
融 を 停 止 す る た め に 、 ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ ７ の 前 方 供 給 が 停 止 さ れ る 。 好 ま し く は ハ ン ダ 付
け ワ イ ヤ ７ は 、 駆 動 部 １ ０ の 手 段 に よ り 所 定 の 距 離 Ｄ だ け 引 き 戻 さ れ る 。 成 形 ガ ス の 供 給
を 中 断 す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ ７ の 前 方 供 給 用 の 駆 動 部 １ ０ は 、 好 ま し く は 、 駆 動 ホ イ ー ル １ ８ を 駆 動
す る ス テ ッ プ モ ー タ 、 お よ び ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ ７ を 駆 動 ホ イ ー ル １ ８ へ 押 付 け る 圧 力 ホ イ
ー ル １ ９ か ら 構 成 さ れ る 。 圧 力 ホ イ ー ル １ ９ は 、 エ ン コ ー ダ を 有 し 、 そ れ を 通 し て 、 ハ ン
ダ 付 け ワ イ ヤ ７ の 前 方 供 給 と 後 方 移 動 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
基 板 １ 上 に 沈 着 さ れ る ハ ン ダ の 量 、 お よ び ハ ン ダ に よ り 占 有 さ れ る 部 位 １ ６ は 、 プ ロ セ ス
に よ り 決 ま る 一 定 の 大 き さ で あ る 。 通 例 は 、 ハ ン ダ 部 分 を 沈 着 す る た め に 利 用 で き る 時 間
τ も 与 え ら れ る 。 時 間 τ は 、 一 般 的 に は 、 数 百 ミ リ セ カ ン ド 、 例 え ば ３ ０ ０ ミ リ セ カ ン ド
に な る 。 先 ず 、 幾 つ か の プ ロ セ ス 関 連 パ ラ メ ー タ が 、 下 記 の よ う に 準 備 段 階 に お い て 求 め
ら れ る 。
１ ． ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ ７ の 必 要 な ワ イ ヤ 長 さ Ｌ は 、 沈 着 さ れ る ハ ン ダ の 量 Ｍ Ｌ お よ び ハ ン
ダ 付 け ワ イ ヤ ７ の 断 面 積 Ａ か ら 下 記 の よ う に 計 算 さ れ る 。
Ｌ ＝ Ｍ Ｌ ／ Ａ
２ ． ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ の 前 方 供 給 速 度 ｖ は 、 長 さ Ｌ と 利 用 で き る 時 間 τ か ら 下 記 の よ う に
計 算 さ れ る 。
Ｖ ＝ Ｌ ／ τ
３ ． ハ ン ダ の 必 要 な 沈 着 速 度 ｒ は 、 沈 着 さ れ る ハ ン ダ の 量 Ｍ Ｌ と 利 用 で き る 時 間 τ か ら 下
記 の よ う に 計 算 さ れ る 。
ｒ ＝ Ｍ Ｌ ／ τ
４ ． 沈 着 速 度 ｒ は 、 温 度 Ｔ お よ び 形 成 ガ ス の 流 量 φ の 関 数 で あ り 、 す な わ ち ｒ ＝ ｆ （ Ｔ ，
φ ） で あ る 。 こ こ で 温 度 Ｔ ｐ お よ び 流 量 φ ｐ は 、 下 記 の 条 件 を 満 足 さ せ る も の と し て 求 め
ら れ る 。
Ｍ Ｌ ／ τ ＝ ｆ （ Ｔ ｐ 、 φ ｐ ）
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【 ０ ０ １ ７ 】
成 形 ガ ス の 温 度 Ｔ ｐ は 、 ハ ン ダ の 溶 融 温 度 よ り も 高 い 必 要 が あ る 。 一 般 的 に 、 そ れ は ４ ０
０ °Ｃ 乃 至 ６ ０ ０ °Ｃ の 範 囲 に あ る 。 流 量 φ ｐ も 、 所 定 の 最 小 値 を 超 え な け れ ば な ら な い
。
【 ０ ０ １ ８ 】
好 ま し く は 案 内 パ イ プ ９ は 、 所 定 の 温 度 ま で 冷 却 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 プ ロ セ ス の 安
定 性 は 、 制 御 さ れ た 条 件 の 下 で ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ ７ の 溶 融 が 生 じ る に つ れ て 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
生 産 作 業 の 開 始 時 に 、 弁 １ ２ は 、 開 放 さ れ て 、 成 形 ガ ス の 流 量 が 値 φ ｐ に 達 す る よ う に 設
定 さ れ る 。 成 形 ガ ス の 温 度 は 、 値 Ｔ ｐ ま で 調 節 さ れ る 。 ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ ７ の 先 端 は 、 案
内 パ イ プ ９ 内 の 所 定 の 位 置 Ｓ に 位 置 決 め さ れ る 。 二 構 成 部 分 ノ ズ ル ４ は 、 初 期 位 置 に 位 置
決 め さ れ る 。 第 １ の チ ッ プ ア イ ラ ン ド ２ が 、 ハ ン ダ 付 け の た め に 置 か れ た 後 に 、 ハ ン ダ が
下 記 の プ ロ セ ス に 従 っ て 付 け ら れ る 。
１ ． ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ ７ は 、 所 定 の 距 離 Ｄ だ け 前 方 へ 供 給 さ れ る 。 こ こ で ハ ン ダ 付 け ワ イ
ヤ ７ の 先 端 は 、 成 形 ガ ス が ハ ン ダ を 溶 融 し 、 か つ ハ ン ダ を 搬 送 す る よ う に 、 混 合 室 ６ 内 に
位 置 決 め さ れ る 。
２ ． 時 間 τ 中 に 、 ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ ７ は 、 速 度 ｖ で 前 方 へ 連 続 的 に 供 給 さ れ る 。 二 構 成 部
分 ノ ズ ル ４ か ら 流 出 す る ガ ス 流 は 、 駆 動 機 構 １ ７ の 手 段 に よ り 基 板 １ 上 を 案 内 さ れ 、 そ こ
に お い て ガ ス 流 は 、 基 板 １ 上 に 沈 着 し た ハ ン ダ の 連 続 ラ イ ン の 背 後 に 残 る 。 そ の ラ イ ン は
、 例 え ば 波 形 で あ る 。 駆 動 機 構 １ ７ の 手 段 に よ る 二 構 成 部 分 ノ ズ ル ４ の 書 き 移 動 は 、 ハ ン
ダ 付 け ワ イ ヤ ７ の 前 方 供 給 の 開 始 と 同 期 さ れ 、 ま た 一 定 の ラ イ ン が 利 用 で き る 時 間 内 に 書
か れ る よ う に 制 御 さ れ る 。
３ ． 時 間 τ が 過 ぎ た 後 に ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ ７ は 、 所 定 の 距 離 Ｄ だ け 引 き 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ こ で ハ ン ダ 付 け が 完 了 す る 。 二 構 成 部 分 ノ ズ ル ４ は 、 初 期 位 置 へ 戻 さ れ 、 ま た 次 の チ ッ
プ ア イ ラ ン ド が 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
成 形 ガ ス の 流 量 φ ｐ は 、 好 ま し く は 種 々 の 製 品 の 加 工 の た め に 、 例 え ば 毎 時 ２ ０ ０ リ ッ ト
ル に 一 定 に 保 た れ 、 ま た 準 備 段 階 ４ に お い て 、 成 形 ガ ス の 温 度 Ｔ は 、 対 応 す る 必 要 な 沈 着
速 度 ｒ に 適 応 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
下 記 に お い て 、 二 構 成 部 分 ノ ズ ル ４ の 構 造 の ２ つ の 異 な る 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
実 施 例 １
図 ２ は 、 二 構 成 部 分 ノ ズ ル ４ を 示 し 、 そ の ノ ズ ル に よ り 、 案 内 パ イ プ ９ お よ び 出 口 流 路 ５
が 共 軸 で 、 例 え ば 図 示 の よ う に 垂 直 方 向 に 設 け ら れ る 。 ガ ス 流 路 １ １ は 、 案 内 パ イ プ ９ に
対 し て 共 軸 で 設 け ら れ 、 か つ 案 内 パ イ プ ９ の 端 部 に お い て 、 ガ ス 流 路 １ １ の 壁 ２ ０ に よ り
形 成 さ れ る 入 口 角 度 ψ で 全 て の 側 面 上 に お い て 出 口 流 路 ５ 中 に 開 放 さ れ る 。 こ の 例 の 場 合
、 混 合 室 ６ は 出 口 流 路 ５ の 一 部 分 で あ る 。 そ れ は 、 形 成 ガ ス と 溶 融 さ れ た ハ ン ダ が 互 い に
中 で 混 合 さ れ る 出 口 流 路 ５ の 上 部 部 位 に お い て 形 成 さ れ る 。 入 口 角 度 ψ は 、 ハ ン ダ 付 け ワ
イ ヤ ７ の 端 部 の 幾 何 学 的 形 状 に 基 本 的 に 影 響 す る 。 入 口 角 度 ψ が 約 ６ ０ °を 超 え る よ う に
な る と き 、 ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ ７ の 端 部 は 球 形 で あ る 。 入 口 角 度 ψ が 、 示 さ れ る よ う に 、 ６
０ °未 満 に な る と き 、 ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ ７ の 端 部 は 円 錐 で あ る 。 円 錐 ２ １ の 長 さ は 、 角 度
ψ に 左 右 さ れ る 。 円 錐 ２ １ の 長 さ が 一 定 の 量 を 超 え る と き 、 円 錐 ２ １ の 一 部 分 が 抑 制 さ れ
な い 仕 方 で 引 き 裂 か れ る こ と が 時 折 生 じ る 。 ガ ス 流 路 １ １ の 断 面 に よ り 、 出 口 流 路 ５ に 流
入 す る 成 形 ガ ス の 速 度 が 決 ま る 。 所 定 の 流 量 φ ｐ に お け る 断 面 が 小 さ い ほ ど 、 入 口 速 度 が
増 加 す る 。
実 施 例 ２
図 ３ に 示 さ れ る 例 の 場 合 、 ガ ス 流 路 １ １ と 出 口 流 路 ５ は 共 軸 で あ る 。 ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ ７
用 の 案 内 パ イ プ ９ は 、 ハ ン ダ 付 け ワ イ ヤ ７ が 出 口 流 路 ５ 中 に 横 方 向 に 突 出 る よ う に 、 水 平
に 設 け ら れ る 。 ガ ス 流 路 １ １ の 断 面 積 は 、 出 口 流 路 ５ の 断 面 積 よ り も 小 さ い 。 ガ ス 流 路 １
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１ か ら 出 口 流 路 ５ へ の 遷 移 に よ り 、 案 内 パ イ プ ９ が 出 口 流 路 ５ に 導 か れ る 箇 所 の 真 上 に お
い て 、 二 構 成 部 分 ノ ズ ル の 断 面 が 広 が る 。 こ の 例 の 場 合 、 混 合 室 ６ も 出 口 流 路 ５ の 一 部 分
で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 二 構 成 部 分 ノ ズ ル を 有 す る 、 ハ ン ダ を 基 板 上 に 小 出 し す る 装 置 で あ る 。
【 図 ２ 】 二 構 成 部 分 ノ ズ ル の 第 １ の 実 施 例 で あ る 。
【 図 ３ 】 二 構 成 部 分 ノ ズ ル の 第 ２ の 実 施 例 で あ る 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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